






































に笑顔を見せる」という disappointment 課題を用いて検討されている。3 歳頃から社会的表示規則を使用し























3 歳から 6 歳に対して，教師評定をもとに検討した。その結果，年齢が上がるにつれて自己抑制的な側面が増













者と対等な場面ではじゃんけんや順番に使うといった自他調整が多く用いられており，3 歳から 5 歳で有意に











































 都内のサッカークラブに通う小学生 66 名（1 年生：男児 8 名，2 年生：男児 11 名，3 年生：男児 9 名，女児 2 名，4
年生：男児 19 名， 5 年生：8 名，6 年生：男児 8 名，女児 2 名）。 
 
調査時期 
 2018 年 7 月下旬から 11 月中旬 
 
インタビュー内容 













しい・悲しい・普通の 4 つの中から選ばせた（Figure 1）。最後に，「この時，どれくらい困ったなと思うかな？」と場面にお
ける困難度について 5 件法（少し困った〜とても困った）で尋ねた。 
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対象とした。また，場面ごとの困難度については学年差や場面差は見られなかった（��4,126� � �67, ��）。 
 
自己調整行動の得点化・カテゴリ化  
 平井(2007)を参考に，各場面における自己調整行動の得点に関する 2 つの質問（以下，「この時，どうする？」は質
問 A，「（それは）どうして？」は質問 B と記す）の回答から，それぞれ「自己を優先する程度（Self 得点）」と「他者を優先
する程度（Other 得点）」の得点を与えた。「質問 A でも質問 B でも自己（他者）に言及しない（0 点）」，「質問 A，質問 B
のどちらか一方でのみ自己（他者）に言及している（1 点）」，「質問 A でも質問 B でも自己（他者）に言及している（2 点）」
と評定した（e.g.,リレー場面において，質問 A で「次頑張る」と答えた場合は Self 得点に 1 点，さらに質問 B では「お友
達もなりたいから譲ってあげる」のような回答には Other 得点の方に 1 点を与え，「リレーの選手になりたいから」というよ
うな回答には Self 得点の方に 1 点を与えた）。評定は面接実施者と心理学専攻の大学院生の 2 名で行なった。各場面
の一致率は席替え場面（質問 A：69.7%，質問 B：84.8%），給食場面（質問 A：95.5%，質問 B：95.5%），リレー場面（質問
A：98.5%，質問 B：95.5%）であった。評定者間で意見が異なる場合にも十分に議論した上で決定した。 
 また，上述した得点が Self 得点 2 点/Other 得点 0 点を「自己を優先する(Self)」，Self 得点 0 点/Other 得点 2 点を





3 要因分散分析を行なった（Figure 2）。その結果，すべての主効果と学年×場面の 1 次の交互作用は有意でな
かった（��)。しかし，場面×自己調整行動 の交互作用（�（2,126） � 24�21, � � ���1）と，2 次の交互作用が




られなかった（��)。各学年における場面×自己調整行動の単純交互作用はすべて有意であった（� � ���）。 
 リレー場面の Self と Other において有意であった(�（2,378） � 7�18,7�18, � � ���1)。Ryan 法における多重
比較を行った結果，Self は高学年よりも低学年で有意に高く（� � ���1），Other では低学年よりも高学年で
Figure 1. 表情図 
嬉しい 怒る 悲しい 普通 
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(�（2,252） � 1�98 � 9��9, � � ��5)。多重比較からは低学年において Self では給食よりも席替え，給食よりも
リレーに高く（� � ���1），Other では席替えよりも給食，リレーよりも給食で有意に高かった（� � ���1）。
中学年において Self では給食よりも席替え，給食よりもリレーで有意に高く（� � ���1），Other では席替え
よりも給食，リレーよりも給食で有意に高かった（� � ���1）。高学年において Self では給食よりも席替え，




を除いて有意であった(�（1,189） � 5�21 � 1��25, � � ��5)。低学年において席替え場面では，Other よりも
Self が有意に高かった（� � ���1）。給食場面では， Self よりも Other が有意に高かった（� � ���1）。リレ
ー場面では，Other よりも Self が有意に高かった（� � ���1）。つまり，低学年では席替え・リレー場面で他
者優先的よりも自己優先的であるが，自分は嬉しいが友達が悲しんでいる給食場面では自己優先的よりも他者
優先的であった。中学年において給食場面では，Self よりも Other が有意に高かった（� � ��5）。つまり，低
学年と同様に給食場面では自己優先的よりも他者優先的であった。高学年において席替え場面では，Other よ
りも Self が有意に高かった（� � ���1）。給食場面では，Self よりも Other が有意に高かった（� � ��5）。リ












 自己調整行動の得点をもとに最終的な判断を自己調整行動の傾向としてカテゴリごとに分けたものを Table 
2 に示した。場面ごとに最終的な判断（self・mixed・other）で��検定を行なった。席替え場面においては other よりも
self，other よりも mixed で有意差がみられた(��（2） � 1����, � � ��1)。つまり，自分も友達も悲しい席替え場面では
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意差がみられた(��（2） � ������ � � ���)。つまり，自分は嬉しく友達が悲しい給食場面では self や mixed よりも other
の方を選択する人が多かった。リレー場面においては mixed よりも self，mixed よりも other で有意差がみられた
(��（2） � ����2� � � ���)。つまり，mixed よりも self や other を選択する人が多かった。ここから，席替え場面では他より
も other の判断に分類される人は少なく，それに対して給食場面では他よりも other に分類される人が多かった。また，






























 自己調整行動の傾向と感情表出の分類について関連をみた。自己調整行動において Self では【自己志向】が
有意に多く，Other では【他者志向】が有意に多いという仮説のもと，��検定を行なった。その結果，self で
は【自己志向】とそれ以外の 3 つの分類（【他者志向】・【合理化】・【望ましさ】）の合計の間では有意差はみられな
かった(���2� � ���� ��)。other においても【他者志向】とそれ以外の分類（【自己志向】・【合理化】・【望ましさ】）

















化 望ましさ 自己志向 他者志向 合
理
化 望ましさ 自己志向 他者志向 合
理
化 望ましさ
低学年(n=19) 10 1 7 0 4 9 2 2 10 6 2 1
中学年(n=30) 6 9 11 4 5 9 5 11 5 11 4 10
高学年(n=17) 7 1 6 3 2 7 3 5 5 6 2 4





























 仮説の 2 つ目として，自己調整行動において他者優先的である子供は他者のことを考えた感情を表出してお
り，自己優先的である子供は自己の感情を重視した感情表出を行うのではないかを探索的に検討することであ
った。検討するにあたり，Self/Other 得点をもとに自己調整行動の傾向を分類した。平井(2017)では self と
other に加えて，どちらともいえないといった中立（undecided）の 3 つに分類されていた。本研究もこれに則り，分類を行
なったが中立（undecided）は self と other の間にあるというよりも self と other の回答が入り混じっているように見られた。
そのため，本研究では中立（undecided）ではなく混在(mixed)という分類に置き換えた。 
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